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3. グラウチング計画・設計・施工 

3.1 コンソリデーショングラウチング 
3.1.1 施工範囲 
(1)改訂前 

 改訂前は堤敷全域を施工範囲としていた。 

 

(2)改訂後 

特に弱部はみとめられないので遮水性の改良を主目的として、堤敷上流端から基礎排水孔ま

での浸透路長が短い部分を施工範囲とした。 

 

3.1.2 改良目標値 
(1)改訂前 

 改良目標値は 5Lu とする。 

(2)改訂後 

 遮水性の改良を主目的と考え、改良目標値は 5Lu 程度とする。 

 

3.1.3 施工時期 
(1)改訂前 

リーク防止や注入効果を高める目的から、カバーコンクリート（3.0m)方式とする。 

(2)改訂後 

改訂前と同様にカバーコンクリート（3.0m)方式とする。 

 

3.1.4 孔の配置及び深さ 
(1)改訂前 

孔配置は 5m 格子、規定 2次孔とする。 

孔深度は 5m(1ST)とする。 

(2)改訂後 

 孔配置は、6m 格子配列（規定 1 次孔）とし、提敷上流端から基礎排水孔までの 6m の間に 2

列配孔する。 

 孔深度は改訂前と同様に 5m(1ST)とする。 
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3.2 カーテングラウチング 
3.2.1 施工範囲 
(1)改訂前 

1)堤体部 

堤体部は浅部から 2Lu 未満の難透水性を示すことから、経験式（d=1/3H+c＝1/3×38.5m+8

≒20m）をもとに深度 20m を施工範囲とした。また、パイロット孔はさらに 2ステージ(10m)

深部まで伸ばし、難透水ゾーンを確認するものとした。 

2)左・右岸リム部 

改良目標値 2Lu を超える範囲までを包絡し、なおかつサーチャージ水位と地下水位の交点

までとした。 

 

(2)改訂後 

1)堤体部 

堤体部は 20～50Lu の高透水を包絡する範囲で難透水ゾーンまでとした。河床部の試験施

工の結果から以下のように設定した。 

   Ｐ 孔  ：H/2 程度(2Lu 程度以下を 2st 連続する深度まで) 

   1 次孔 ：H/2 程度(4st) 

   2 次孔 ：H/4 程度(2st) 

   3 次孔 ：追加孔 

 2)左岸リム部 

常時満水位と地下水位との交点までを基本とした。 

3)右岸リム部 

右岸リム部では常時満水位と地下水位の交点までとした場合に10Lu程度の透水ゾーンが

残置してしまうため、地下水位と難透水ゾーンの交点までとした。 

 

3.2.2 改良目標値 
(1)改訂前 

改訂前は改良目標値を一律 2Lu としていた。 

(2)改訂後 

改良目標値は、深度に応じて以下のように 3区分する。 

  0 ～H/4 ： 2Lu 程度 

  H/4～H/2 ： 2～5Lu 程度 

  H/2～    ： 5～10Lu 

 

3.2.3 施工位置及び施工時期 
(1)改訂前 

上流フーチングからの施工とし、施工時期は堤高 15m 以上打設後とした。 

(2)改訂後 

上流フーチングからの施工とし、施工時期は堤高 5～10m 程度打設後にとした。 

 

3.2.4 孔の配置 
(1)改訂前 

孔間隔 1.5m、規定 3次孔の単列施工とする。 

(2)改訂後 

規定 3次孔の試験施工結果から、孔間隔 3.0m、規定 2次孔の単列施工に変更する。 
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4. 施工仕様 

4.1 コンソリデーショングラウチング施工仕様一覧表 
項   目 コンソリデーショングラウチング注入仕様 

施工位置 堤体コンクリート 3m 打設後 

注入材料 高炉セメント B種 

削孔方法 ロータリー式ボーリングマシン  φ46（ノンコア） 

水押透水試験 

圧力段階 st 水押し試験(Mpa) 

1 0.1→0.2→0.29  

注入圧力 

ステージ 1 

規定注入圧力(Mpa) 0.29  

注入速度 ４L/min/m 以下 

配合切替基準 

配合（Ｗ／Ｃ） Lu＜10 10≦Lu＜20 20≦Lu 

1:10 600 ㍑ － － 

1:8 600 ㍑ － － 

1:6 600 ㍑ 600 ㍑ － 

1:4 600 ㍑ 600 ㍑ 600 ㍑ 

1:2 600 ㍑ 600 ㍑ 600 ㍑ 

1:1 1,000 ㍑ 2,200 ㍑ 2,800 ㍑ 

合計 4,000 ㍑ 4,000 ㍑ 4,000 ㍑  
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5. 止水設計の考え方の経緯 

●2002.09.03 協議 

1. コンソリデーショングラウチング 

・改良範囲は遮水性改良を目的とした堤敷上流端から基礎排水孔までの範囲で、6×6m 格子の配

置とし、２次孔は規定孔とせず、１次孔の結果を見て判断する。 

・施工は 3m のカバーコンクリート打設後に行うこととする。 

2. カーテングラウチング 

・改良範囲の規定孔は２次孔までとする。 

・リムの改良範囲は、左岸側については N.W.L と地下水位の交わる点、右岸については難透水性

ゾーンと地下水位の交わる点をカバーする範囲とする。 

・施工時期は、堤体高さが 5～10m 程度になってから行う。 
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